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	支援前の課題
	アカウント未活用 新規獲得が目的だがほとんど活用できていない状態。
	導線不明確  閲覧を「予約」等の アクションに結びつ ける導線がない。
	センス頼みの運用 再現性のあるノウハウがなく、属人的な運用になっている。
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	支援の成果
	166名
	約5.1倍
	予約導線の劇的改善 休眠状態から、 　　　　　　　がプロフィールを訪問。  「予約検討」を意味する外部リンクタップも  　　    発生し、SNSが「動く営業窓口」へと進化。
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	８件
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	フォロワー数  新規認知層の獲得により、支援期間中に着実に 増加
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